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はじめに



上半規管裂隙症候群
 

とは？

上（前）半規管の骨迷路が頭蓋内に露出

裂隙（露出部分）が第３の内耳窓となり

多彩な症状が出現する

（ＳＣＤＳ：Superior canal dehiscence
 

syndrome）

1998年Minorらが報告



上半規管裂隙症候群(ＳＣＤＳ)の
 臨床症状や検査所見（文献）

低音部の気骨導差

軽微な感音難聴

強大音により誘発されるめまい（
 

Tullio現象
 

）

瘻孔症状

VEMPの閾値低下（球形嚢音圧増加による）



確定診断は画像

臨床症状、検査所見の程度は様々

確定には
 

骨欠損の有無を

冠状断、矢状断ＣＴで診断することが重要

高分解能マルチスライスＣＴ（再構成画像）より

コーンビームＣＴが空間分解能で優れる



そこで



対象
 

と
 

方法

＜対象＞

2012年7月7日～9月1日

当院を受診した
 

めまい・難聴
 

107症例

＜方法＞

側頭骨コーンビームＣＴを施行

上半規管骨欠損（＋）の頻度

骨欠損（＋）症例の臨床所見を検討

患者さまから検査許諾をいただき

コストは原則片耳レントゲン

コーンビームＣＴの被爆量は通常ＣＴの

 
１／7程度：約0.1mSv



ＣＴ撮影範囲

幅（直径）140 × 縦50 mm の
 

円筒形

両側側頭骨を含めた範囲で撮影



冠状断と矢状断で
 

骨欠損を確認

左上半規管に

骨欠損（矢印）を認めた症例

冠状断

矢状断

右 左



頭蓋底のボリュームイメージを試しに作成
 （両側骨欠損症例）

弓状隆起に裂隙線（黄色○枠）を認める



鑑別の難しい骨菲薄例

１
 

冠状断で右欠損示唆？
２

 
矢状断で菲薄壁を確認

３
 

ボリュームで裂隙線－

→
 

骨菲薄のみと判断

冠状断 矢状断

ボリューム



結 果



上半規管骨欠損(＋)の頻度

１３症例
 

/ １０７症例
 

（１２．１％）

両耳
 

４
 

片耳
 

９
 

（右
 

１
 

左
 

８）
男 ５ 女 ８

＜
 

文献では
 

＞
側頭骨病理標本で

 
骨欠損0.5％

 
骨菲薄1.4％

1mmスライス冠状断ＣＴで
 

骨欠損
 

9％



骨欠損（＋）症例の臨床所見
欠損耳

両

 
２６

 
男

 
左耳鳴

 
ゆれるめまい（難聴－眼振－）

両

 
３５

 
女

 
両低音障害型感音難聴

めまい症（左右注視眼振＋頭位眼振－）

両

 
６０

 
女

 
めまい症（眼振－）

両

 
８７

 
男

 
右真珠腫術後

 
左感音難聴

左

 
４３

 
男

 
頭を起こすときのめまい（眼振－）

左を下にすると耳鳴り（難聴－）

左

 
４６

 
女

 
両軽度伝音難聴

左

 
４８

 
女

 
両低音障害型感音難聴：自覚は右

左 ５７ 女 左側頭位のめまい（左側頭位で右向き眼振＋）

両低音障害型感音難聴

右

 
６０

 
男

 
両感音難聴（加齢性）

左

 
６２

 
女

 
左伝音難聴（弛緩部穿孔）

左

 
６２

 
女

 
右高度感音難聴

 
左感音難聴（遅発性内リンパ水腫？）

左

 
７４

 
男

 
両滲出性中耳炎

左

 
８３

 
女

 
両感音難聴（加齢性）



印象に残った頭位眼振と低音障害型感音難聴症例

５７才女性

左上半規管に骨欠損＋

臥位頭部左回転で右向き眼振＋

頭位変換眼振－

聴力

 
両側低音域の軽度低下



今回の検討で認めた臨床所見のまとめ

？
 
低音部の気骨導差

○
 
軽微な感音難聴

－
 
強大音により誘発されるめまい

（ Tullio現象 ）

－
 
瘻孔症状

未検
 

VEMPの閾値低下



ま と め

•
 

めまい難聴107症例に側頭骨コンビームＣＴ検査を施
 行し、13症例（12.1％）に上半規管骨欠損を認めた

•
 

印象に残った臨床所見は
 

骨欠損側へ頭を傾けたとき
 の頭位性めまいや耳鳴りであった

•
 

上半規管裂隙症候群に特異的とされる、Tullio現象や
 瘻孔症状などは認めなかった

•
 

上半規管の骨欠損は珍しいものではなく、骨欠損だけ
 で病的意義を語る意味はなさそうな印象
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